
３　文化活動の発展（現代の文化）
「はまなす」
（１）「はまなす」を中心とする文芸活動

　鳥取県中部で発刊されている歌誌「はまなす」は、昭和７年４月長瀬尋常高等小学校に着任した綾女正雄を主宰者として短歌を作る人々が集まり、作った短歌をまとめて印刷しようとして、昭和８年４月謄写版印刷で第１号を出したのに始まる。謄写版印刷はすべて長瀬小学校で行われた。

　最初の会員は１７名、会員会費は月１０銭也であった。


　方針、また主張とするところは、次の３行に要約されている。


　土に生まれ、土に生きる、真面目な短歌をつくる。


　恋愛遊戯の歌や左傾したイデオロギーの歌を排する。もしそうなったら直ちに解散。


　内容は短歌、詩、随筆、創作、小唄等とする。


　はまなすの歩み


　１号―１０号　自昭和８年４月―至昭和９年４月

　１号から４月までは謄写版刷り製本、５号から印刷所で印刷。短歌については、課題を出してそれを詠む、生活を歌うの２種類の歌を選し、採点と批評を行うというものであった。


　昭和９年に東伯地方短歌大会を開く。この期はまだ短歌としては３１文字にまとめてみる、和歌の形にしてみるという状況の人も多く創始の時期といえる。


　１１号―３９号　自昭和９年５月―至昭和１３年２月


　長瀬小学校を活動の根拠地とした「はまなす」が充実し会員も増え、活動も多彩になった時期である。歌の質と数、会員数、短歌誌発行の手順等基盤が整った時期である。


　４０号―４５号　自昭和１３年６月―至昭和１６年１０月


　昭和１３年３月末、綾女正雄が河北実業専修学校に転任した。会員は羽合地区北条地区に加えて倉吉地区が増え、また河北校生徒の参加も見られるようになった。

　中央歌壇誌に投稿する会員も多くなり「はまなす」は短歌誌としての性格がはっきりし、発展が期待されたが第２次大戦が始まり、歌誌の統廃合が行われ４５号をもって休刊した。

　休刊は昭和３１年まで約１５年続く。


　この間は、戦争、敗戦、生活の窮乏等大変な時代であった。文化より生きるために働く必要があった。


　しかし、短歌を詠む人々にとっては、痛苦の生活も歌を生む良き機縁となったようで、各人が生活苦の中に短歌を作り、書きためていて、中絶の間に作られた歌も４６号以後に載ることになる。


　４６号―６３号　自昭和３１年１０月―至昭和４０年１２月


　戦後の混乱がおさまって「はまなす」復刊の声が高まり昭和３１年復刊となったのだが、この復刊については主宰者綾女正雄と、創刊以来の会員である江北の池田厚美、水下の前田寿明、長瀬の高木繁の努力があった。


　かくて「はまなす」は復刊され、休刊中に作られた多くの歌が埋没することなく日の光を浴びることになった。

　６４号―７３号　自昭和４４年３月―至昭和４７年３月


　この期になって会員が中央歌壇と直結する人ができ、それぞれの派に属する人が増えた。これははまなすの短歌誌に諸流派が流入したことになり、多彩な歌が競い並ぶ姿を示して、いわば諸派の時代といえる状況を生んだ。


　この期に倭文神社、波波伎神社に短歌の額を奉納した。


　７４号―１３０号　自昭和４８年１月―現在

　このころから、企画編集が綾女正雄中心から編集委員制となり、羽合町からも編集委員が出ている。そして綾女正雄の死により、主宰者が高木繁となり、はまなす発行の根拠地も羽合町久留に移った。


　現在の会員数８０名、投稿者の範囲も県外５名をはじめ、県下一円に拡大している。町内の現はまなす会員は約１５名である。


　羽合町の同人で歌集を発表した人は３人、歌集は７冊である。

はまなす物故者の
　はまなす会員物故者の歌

歌
　　　　　磯山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田悠喜郎　昭和１１・９・４死去　久留


　　天つ日は照りかげりして磯山の松間を鳥のこえて行く見ゆ


　　靄ふかき朝なりしがうぐいすは山の方より声啼きにけり

　　　　　夕月夜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　　信道　昭和２０・６・１７死去　久留


　　君も来ず友とはなれてただ一人出でし池辺の夕月夜かな

　　心よく吾とはむかふ人のほし長きいたつき倦みしこの頃


　　　　　焚火　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　三郎　昭和２０・７・２０戦死　長瀬


　　霜まばら凍てたる土に焚火して故郷の山は雪かと思ふ


　　我が命御国のものと知りつつも今日の一日無事をよろこぶ


　　　　　蝉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前田左智夫　昭和２１・４・１４死去　長瀬


　　雨湿る杉の木立を遠どほしく諸もろの蝉あした啼きいつ


　　ひと世の生絶たなむきはのすがしさは和ぐ冬海のごとくもあらむ


　　　　　待宵草　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前田　寿明　昭和５６・１２・２７死去　水下


　　時し来れば宵待草は花咲かむ恋しあがまち永遠に帰らず

　　槌の音のひびかふ空に掌を合はす祖先みませよ今日家建つるを

歌集の歌
　出版された歌集の歌


　　「澪」（みお）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅村八重子　浅津


　　帰り来しふるさとの家ほの暗き土間よ燕の低く飛び出づ（昭和１８年）

　　宙に飛ぶ姿勢瞬時に整ひてバーすれすれの渾身の技（昭和３４年東京国立競技場）


　　「環」（たまき）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅村八重子　浅津


　　梨の花おほらかなれや咲き満ちて匂ひつついま受粉を遂ぐる


　　詣で来し八幡宮の大銀杏一山しずめ黄にかがよへる

　　「白木蓮」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅村八重子　浅津


　　矢の如く沖より走る初光一瞬にして天地を分く

　　戸襖を外せしわが家見納むとめぐれる部屋の春の夕かげ


　　「白き蝿」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木　　繁　久留


　　吾が命この洞窟に果つらむか砂礫つめたく手よりこぼるる

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おう),飫宇)の海ましたに見つつ鳴きわたる声はひぐらし遠きうぐいす


　　「形象埴輪」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木　　繁　久留


　　砂を踏む吾が足音の聞こゆるか埋もれて遠き代のみたまたち

　　漁して耕したらむ砂黒く手よりこぼるる遠き代の音


　　「未明の翼」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池本　　一郎　上橋津

　　労わりのようなものEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はこ),搬)ぶ終電車一人ひとりに名を尋ねたい

　　望遠レンズの捉えいる顔らあわれにも足踏みしつヽ近づかぬかな


　　「池本一郎歌集」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池本　　一郎　　上橋津

　　さかんなる火の接点に立ちあがり落葉つぎつぎ火となりてゆく

　　あおむきに洗われている母の四肢かの始祖鳥の絵図のごとしも

「はまなす」以外
　〔はまなす以外の文芸活動〕
の文塾
　「はまなす」は大きな運動に発展したが、これ以外に昭和初期に長瀬に生まれた「雅楽句多会」という集いがあり、数年にわたって１４、５人が俳句を連ねて残している。


　さきに記したように橋津の瀧川一甫は、橋津で医師の仕事をしながら俳句を楽しみ「松風吟社」を創立し、俳誌「松風」を主宰した。


　このように、昭和になると、文化の芽吹きはあちこちに生まれたがやがて軍国主義の大きな波につぶされて、その芽は消えてしまった。


　俳句を作ることが再びなされるようになったのはもちろん、戦後であるが、戦後は羽合町のまとまりというより、あちこちにある俳壇に、個人として参加しているという状況である。

（２）美術的活動

洋　　画
　羽合町に現存する町民の手になる作品として、戸崎三省の文人画があることと市川嶂翠の南画については紹介した。こうした日本画に対し明治以後水彩や油絵等の洋画が流入された。

　洋画は、まず学校教育でもたらされた。そして羽合町出身の教師の中に油絵水彩を手がける人が現れたのも自然のなりゆきであろう。


　大正７年中井金三が東京美術学校を卒業後倉吉へ帰郷して倉吉高等女学校に着任した。


　大正９年彼を中心とする「砂丘社」が生れ、その主催する展覧会、写生会、講習会が開かれるようになった。


　社丘社の写生会に長瀬の松岡貞信が参加して講師の前田寛治（北条町出身）がその絵を見て加筆修正したということがあり、橋津小学校に勤務していた山枡寅二郎（倉吉市）が極めて精力的に油絵を描き、馬の山の雪景色東郷湖などを絵にしたというような出来ごとが昭和前期にあったが、美術的活動は少数の人々に限られていた。


　昭和２１年の米本一郎の来住と、羽合中学校美術教師としての就任は羽合町民の美術への関心を高めたと思う。


　また戦後の生活が安定を見せはじめた昭和２８年に羽合町の誕生があり、それに伴う公民館の発足があって、美術的分野も次第に組織的に活動を始めるようになってくる。

　一般に絵を描いた人々は、倉吉市市展。鳥取県展へ出品していた。


　このように県中部を単位とした展覧会更には県を単位とした展覧会更に中央展等に出品する画家は、昭和の初期から数人あったが、絵画表現がひろく庶民の手の届くものとなり、町としての組織的活動が行なわれるようになったのは昭和５１年美術グループが生まれた時からで、この年の７月に写生会をやり展覧会を開いている。


　この会が「燿」と名づけられたのは昭和５４年で、この時会員は５０名を越えていた。この会は羽合町民のだれでも希望すれば美術表現を体験できるものであり、現在も組織的に継続的に活動を続けている。


　現在羽合町では、美術の教師となった人、プロの画家になった人、倉吉市市展、鳥取県展等で賞を得た人、東京の芸術大学彫刻科を出て大学で彫刻の指導をしている人等が出現している。
日　本　画
　なお日本画は町内に指導者がなく、グループの結成は十分でなかったが、絵を楽しむ人はかなりの数となり、昭和５０年代以後には、町民作品展の一部門を占めるようになっている。


　陶芸活動

陶　　芸
　昭和５４年に中央公民館の付属設備として陶芸用の窯ができた。


　幸い指導者が町内にあって、この年から町内に陶芸のグループが幾つかできた。初の窯出しは、昭和５４年１０月である。

　以来窯出し約３５０回に及ぶ（平成３年度末）


　グループは、さくら会、高齢者大学生、長瀬婦人学級、さらの会、陶芸グループの５つで会員数は年により増減があるがおよそ４０人である。

そ　の　他
　以上のほかに、書道教室の活動があり、町の中央公民館主催の美術的活動に写真、ちぎり絵、手工芸がある。


　また華道茶道も町内に指導者があって組織的な活動がなされている。


　竹工芸にも著名な人があり作品を世に出している。


　このほか、盆栽、えびね、さつき、山野草、蘭、菊の栽培鑑賞も行われて愛好家が育っている。


（３）音楽活動
あけぼの楽団
　羽合町に「羽合町あけぼの楽団」が結成されたのは昭和３６年（１９６１）で、会長磯江清人、バンドマスター大前恒男。アルトサックス、トランペット、トロンボーン、テナーサックス、ベースギター、バイオリン、アコーディオン、ドラムス、による軽音楽的編成で羽合町を中心に近隣の町村の行事に出演していた。活動は昭和５０年（１９７５）まで続き、その後発展的に解消した。
